
子どもの読書週間のイベントとして、
『おはなしと音楽のコンサート』を開催！

おはなしと
音楽のコンサート

■料金／入場無料(ただし、入場整理券が必要です）

■出演／小さな音楽会、劇団こふく劇場
■場所／町立文化会館
■主催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・入場整理券配布／

町立図書館　☎0986（51）3200

※なお、内容に変更がある場合がありますので、あらかじめご了承ください。

5月11日（日）
開場／午後１時30分、開演／午後２時

■開催日時

三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel. 0986−51−3462 ／ Fax. 0986−51−3561
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花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

20年度の予算が決まりました。
どのような使い方をするかお知らせします。

「79億3,000万円」
 です！

特集
今年（４月〜21年３月）のお金は…

■19年度教育研究論文最優秀賞
■町職員人事異動
お知らせ
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※グラフは四捨五入のため、実際の数字と一致しない場合があります。

平成20年度当初予算

総
収
入
は
昨
年
度
比
４
・
８
㌫
減

総
収
入
は
昨
年
度
に
比
べ
て
４
億

円
減
っ
て
79
億
３
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
て
、
自
主
財
源
は
全
体
の

38
・
９
㌫
と
、
あ
い
か
わ
ら
ず
の
依

存
型
財
政
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
税
源
移
譲

に
よ
り
、
自
分
た
ち
で
賄
え
る
自
主

財
源
は
、18
年
度
に
比
べ
る
と
約
７
・

５
㌫
増
え
ま
し
た
（
19
年
度
比
０
・

９
㌫
増
）。
し
か
し
な
が
ら
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
な
ど
は
税
源
移
譲
前

に
比
べ
、
約
３
億
５
０
０
０
万
円
も

削
減（
19
年
度
比
３
・
１
㌫
減
）さ
れ
、

総
計
は
約
２
億
２
０
０
０
万
円
も
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
が
１
年
間
を
賄
う
た
め
に
は
、

こ
の
町
税
や
国
、県
か
ら
の
補
助
金
・

交
付
金
だ
け
で
は
困
難
を
極
め
ま

す
。
そ
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
と

い
っ
た
貯
金
を
合
わ
せ
て
約
７
億
３

０
０
０
万
円
下
ろ
し
、
さ
ら
に
優
良

ロ
ー
ン
（
町
債
）
で
約
５
億
６
０
０

０
万
円
（
昨
年
度
比
34
・
２
㌫
減
）
を

借
り
る
こ
と
で
こ
の
一
年
間
を
賄
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

借
入
金
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

た
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
、
わ

た
し
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
負

担
を
掛
け
な
い
よ
う
な
お
金
の
工
面

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

財
布
の
ひ
も
を

締
め
る
と
こ
ろ
は
締
め
て

こ
う
し
て
得
る
１
年
間
の
お
金
79

億
３
０
０
０
万
円
。
ま
ず
は
義
務
的

経
費
︹
人
件
費
（
前
年
度
比
４
・
２
㌫

減
）・
扶
助
費
（
前
年
度
比
３
・
２
㌫

増
）・
公
債
費
（
５
・
０
㌫
減
）︺
が
全

体
の
47
・
５
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

人
件
費
は
平
成
16
年
度
か
ら
大
幅

に
見
直
し
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
行
財
政
改
革
や
職
員
適
正
化
計
画

に
よ
り
昨
年
度
に
比
べ
る
と
約
６
０

０
０
万
円
、
４
・
２
㌫
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

扶
助
費
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
就
学
前
児
童
の
乳
幼
児
医
療

費
完
全
無
料
化
や
児
童
手
当
、
障
害

者
支
援
費
な
ど
で
、
昨
年
度
よ
り
約

４
８
０
０
万
円
増
と
な
り
、
子
育
て

や
障
害
者
支
援
な
ど
と
い
っ
た
福
祉

の
向
上
に
役
立
て
る
よ
う
に
予
算
が

組
ま
れ
ま
し
た
。

物
件
費
（
消
防
や
ご
み
処
理
な
ど

の
委
託
料
ほ
か
）
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
ず
（
１
㌫
減
）、
建
設
事
業
な

ど
の
投
資
的
経
費
は
約
11
億
５
５
０

０
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ
約
５
億

２
０
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
で
中
原
第
３

団
地
の
建
替
事
業
が
終
わ
る
こ
と

（
建
設
自
体
は
今
年
度
完
了
）
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
老
人
保
健
事

業
に
代
わ
っ
て
始
ま
っ
た
後
期
高
齢

者
医
療
給
付
事
業
へ
の
補
助
金
、
繰

３月に行われた町定例議会で、本年度１年間のお金の使い方が決まりました。
町はあいかわらず厳しい財政運営を迫られますが、今年度も継続して

『活力にあふれ心あたたまる住みよいまち、みまた』
という目標に向け、町民の皆さんがより快適に生活できるための予算編成を行っています。
本号ではその予算の概要と、主な事業を紹介します。

今年（４月〜21年３月）のお金は…

﹁79億3,000万円﹂です！
町税
18億1,762万円
22.9㌫

諸収入など
5億3,761万円
6.8㌫地方交付税

24億7,815万円
31.3㌫

国庫支出金
7億2,737万円
9.2㌫

県支出金
6億5,329万円
8.2㌫

その他の収入
4億2,711万円
5.4㌫

繰入金
7億2,761万円
9.2㌫

町債
5億6,123万円
7.1㌫

依
存

財
源

 63.3㌫

平成20年度
三股町の収入
〜79億3,000万円〜

自主財源
 36.7㌫

維持補修費：5,108万円：0.6㌫
投資・出資金・貸付金：4,232万円：0.5㌫

経
常

的
経

費
 37.9㌫

義務
的

経
費

 47.5㌫

投資的経費

14
.6㌫

平成20年度
三股町の支出
〜79億3,000万円〜

人件費
13億4,546万円
　　　　17.0㌫

扶助費
15億6,293万円
19.7㌫

公債費
8億6,208万円
10.9㌫

物件費
11億1,557万円
14.1㌫

操出金
8億1,786万円

10.3㌫

補助金など
9億1,352万円

11.9㌫

普通建設事業費
11億5,498万円
14.6㌫

予備費：1,000万円：0.1㌫
積立金：2,201万円：0.3㌫

出
金
（
同
特
別
会
計
へ
の
経
費
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
約
１
億
７
５
０
０
万
円
、

７
７
０
０
万
円
の
予
算
が
新
た
に
組

ま
れ
ま
し
た
。

全
体
で
は
補
助
金
が
約
２
億
５
８

０
０
万
円
の
増
、
繰
出
金
（
９
つ
の

特
別
会
計
へ
の
経
費
）
が
約
６
３
０

０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。繰

出
金
が
昨
年
度
よ
り
減
と
な
っ
た
の

は
、
老
人
保
健
事
業
が
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
事
業
へ
と
移
行
し
た
た
め

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
財
布
の
ひ
も
を
締

め
る
と
こ
ろ
は
締
め
て
、緩
め
る
と
こ

ろ
は
緩
め
る
と
い
っ
た
、
計
画
的
な

お
金
の
使
い
方
を
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
む
だ
な
も
の
を

省
き
、
真
に
必
要
な
事
業
に
は
重
点

を
置
く
な
ど
細
か
く
切
り
詰
め
な
が

ら
、財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

借
金
返
済
は
…

町
の
ロ
ー
ン
残
高（
町
債
現
在
高
）

は
約
68
億
５
８
０
０
万
円
（
19
年
度

末
見
込
み
額
）。
今
年
度
は
年
間
で

約
８
億
６
２
０
０
万
円
の
返
済
（
公

債
費
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

低
金
利
の
優
良
ロ
ー
ン
か
ら
借
り

て
は
い
ま
す
が
、
今
後
も
返
済
計
画

を
し
っ
か
り
と
立
て
て
、
将
来
に
負

担
を
掛
け
な
い
よ
う
返
済
し
て
い
き

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
協
働
が

魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
！

町
で
は
、
将
来
に
備
え
て
蓄
え
て

き
た
貯
金
（
各
基
金
）
を
す
べ
て
合

わ
せ
て
も
、
約
18
億
１
０
０
０
万
円

（
20
年
度
末
見
込
み
）
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
町
は
お
金
を
有

効
に
活
用
し
、
節
約
し
た
お
金
を
貯

金
に
回
し
て
、
こ
の
貯
金
が
減
ら
な

い
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。将
来

に
わ
た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り

よ
い
快
適
な
生
活
の
場
を
つ
く
り
あ

げ
る
た
め
で
す
。

さ
ら
に
、人
口
増
加
施
策
、収
納
確

保
を
工
夫
し
た
り
し
て
、
収
入
が
増

え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
が
一
丸
と

な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚

（
行
政
と
住
民
の
役
割
分
担
）
し
、
こ

ま
め
な
節
約
を
行
え
ば
、
さ
ら
に
気

持
ち
よ
く
住
み
よ
い
三
股
町
が
つ
く

れ
る
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら
町
民
の

皆
さ
ん
も
、
健
康
管
理
（
医
療
費
の

削
減
）
や
ご
み
の
分
別
（
処
理
費
削

減
）
な
ど
、
ま
ず
は
自
分
で
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ

税
務
財
政
課
財
政
係

☎
52
︲
１
１
１
１

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）
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●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業１

２
７
５
万
円

昨
年
４
月
か
ら
運
行
開
始
し
た
町
営
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
２
台
に
、
新
た
に
小
型
バ

ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
交
通
手

段
の
確
保
と
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
の
減
量
化
の
推
進

２
０
４
７
万
円

資
源
ご
み
の
回
収
や
収
集
団
体
へ
の
補
助
金

交
付
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
下
水
道
事
業　
　
　
　
３
億
８
８
６
２
万
円

下
水
道
管
の
埋
設
整
備
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。20
年
度
は
稗
田
地
区
の
一
部
を
整
備
予

定
で
す
。

●
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業　
　
５
３
３
２
万
円

河
川
の
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
に
、
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

７
９
３
万
円

新
清
掃
工
場「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」建
設

に
伴
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
経
費
な
ど
を
負

担
。広
域
行
政
事
業
で
す
。

●
長
田
地
区
簡
易
水
道
整
備
事
業

２
億
75
万
円

長
田
地
区（
第
５
地
区
）に
簡
易
水
道
を
整

備
し
ま
す
。今
年
度
終
了
予
定
で
す
。

●
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
事
業

１
億
５
４
５
４
万
円

旧
都
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
町
が
管
理
運
営
し

ま
す
。従
来
ど
お
り
都
城
市
も
利
用
し
ま
す

の
で
、市
か
ら
負
担
金
を
も
ら
い
ま
す
。

●
中
学
校
整
備
事
業　
　
５
億
８
９
４
７
万
円

18
年
度
か
ら
開
始
し
た
中
学
校
校
舎
の
増
築

や
改
修
、耐
震
補
強
な
ど
、施
設
整
備
を
引
き

続
き
進
め
ま
す
。今
年
度
で
終
了
予
定
で
す
。

○新
勝
岡
小
学
校
体
育
館
整
備
事
業２

９
０
０
万
円

老
朽
化
し
た
勝
岡
小
学
校
の
体
育
館
を
建
て

替
え
る
た
め
の
準
備
を
行
い
ま
す
。２
カ
年

計
画
で
す
。

然
と
調
和
し
た
快
適
な

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

自 ◎
20
年
度
に
取
り
組
む
主
な
も
の

町
で
は
、目
標
で
あ
る「
活
力
に
あ
ふ
れ
心
あ
た
た
ま
る
住
み
よ
い
ま
ち
、三
股
」に
向
け
て
、

５
つ
の
基
本
方
針
と
な
る
柱
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
柱
ご
と
に
今
年
度
取
り
組
む
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○新
は
今
年
度
か
ら
新
し
く
始
め
る
事
業
で
す
。

人
を
対
象
に
、
町
立
病
院
で
の
人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
に
２
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

●
が
ん
検
診
事
業　
　
　
　
　
１
２
３
４
万
円

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、
各

種
が
ん
検
診
を
集
団
検
診
と
個
別
検
診（
指

定
医
療
機
関
受
診
）で
実
施
し
ま
す
。

○新
産
業
会
館
整
備
事
業　
１
億
１
１
６
９
万
円

三
股
駅
東
側
に
、
町
の
特
産
品
を
扱
う
物
産

館
を
含
め
た
産
業
会
館
を
町
商
工
会
と
一
体

的
に
整
備
し
ま
す
。

●
新
生
産
技
術
推
進
事
業　
　
　
２
１
２
万
円

町
内
の
優
良
牛
と
受
精
卵
移
植
技
術
を
活
用

し
、
肉
用
牛
の
資
質
と
産
肉
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。畜
産
農
家
の
経
済
性
を
高
め
所

得
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
水
田
農
業
担
い
手
条
件
整
備
事
業

６
８
７
万
円

規
模
拡
大
と
品
質
向
上
、
地
域
水
田
営
農

体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
転
作
で
の
大
豆
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
付
け
で
、
効
率
的
な
生
産
に

必
要
な
農
業
機
械
の
購
入
に
対
し
助
成
を
行

い
ま
す
。

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

１
２
５
０
万
円

森
林
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、
山
の
手
入

れ
に
必
要
な
活
動（
現
況
調
査
や
区
域
表
示
、

作
業
路
の
整
備
な
ど
）を
交
付
金
に
よ
っ
て

支
援
し
ま
す
。

●
元
気
み
や
ざ
き
園
芸
産
地
確
立
事
業

３
８
４
万
円

作
業
能
率
や
品
質
の
向
上
と
農
家
経
営
の
安

定
の
た
め
、省
力
化
機
械
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

○新
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業　
　

３
２
５
万
円

地
域
住
民
や
福
祉
関
係
者
の
参
加
を
得
て
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
上
の
課
題
や

そ
れ
に
対
応
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や

量
、
さ
ら
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体

制
整
備
な
ど
を
定
め
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
２
カ
年
計
画
で
す
。

○�新
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業

４
３
０
万
円

３
年
毎
の
計
画
策
定
で
、
介
護
保
険
料
の
見

直
し
や
高
齢
者
福
祉
事
業
推
進
の
た
め
の
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

○新
西
植
木
多
世
代
交
流
施
設
整
備
事
業

１
２
０
０
万
円

老
朽
化
が
進
ん
だ
植
木
児
童
館
を
西
植
木
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
移
設
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
治
公
民
館
を
中
心
と

し
た
地
域
住
民
と
の
連
携
、
多
世
代
交
流
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
放
課
後
や
学
校
休
業

日
の
よ
り
一
層
の
児
童
健
全
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業 　
４
５
７
８
万
円

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
、
小

学
校
入
学
前
ま
で
の
け
が
や
病
気
で
か
か
っ

た
医
療
費
を
完
全
無
料
化
し
ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業　
　
　
　
50
万
円

不
妊
治
療
は
経
済
的
負
担
が
大
き
い
た
め
、

少
子
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
少
子
化
対
策
を
行

い
ま
す
。

●
予
防
接
種
業
務 　

   　

 　

 

３
１
９
２
万
円

ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
予
防
接
種

を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
事
業　
　
　
　
　

７
２
０
万
円

30
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
５
歳
ご
と
の
節
目
の

力
に
あ
ふ
れ
る
産
業
の

ま
ち
づ
く
り

活

会　計　名 予　算　額 前年度比
一般会計 79億3,000万円 －4.8㌫
特別会計 54億9,946万円 －24.0㌫

　国民健康保険事業 29億4,531万円 －3.8㌫
　老人保健事業 2億7,394万円 －88.2㌫
　後期高齢者医療保険事業 2億 727万円 －　　    
　梶山地区農業集落排水事業 4,875万円 4.7㌫
　宮村南部地区農業集落排水事業 3,703万円 －4.2㌫
　墓地公園事業 2,974万円 －1.0㌫
　公共下水道事業 3億8,862万円 －11.5㌫
　介護保険事業 16億 69万円 1.9㌫
　介護保険サービス事業 1,396万円 －6.8%
企業会計（収益的収入） 4億1,934万円 0.2㌫

　水道事業 4億 171万円 －0.2㌫
　病院事業 1,763万円 118.7㌫
合　　計 138億4,880万円 －13.3㌫

●
平
成
20
年
度
会
計
別
予
算
額

※平成19年度総計…159億8,070万円

●
総
合
文
化
施
設
周
辺
整
備
事
業２

６
１
６
万
円

文
化
会
館
の
音
響
設
備
や
防
音
対
策
な
ど
、

当
施
設
の
機
能
向
上
を
図
り
ま
す
。今
年
度

は
３
カ
年
事
業
の
最
終
年
度
で
す
。

●
図
書
館
図
書
等
購
入
事
業　
　

８
８
５
万
円

図
書
館
で
図
書
や
ビ
デ
オ
の
購
入
を
行
い
ま

す
。常
に
新
し
い
情
報
を
提
供
し
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業　
１
２
０
０
万
円

自
主
文
化
事
業
を
年
間
12
回（
月
１
回
程
度
）

開
催
す
る
予
定
で
す
。

●�

ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成

　
国
内
・
海
外
派
遣
事
業　
　
　

 

３
２
８
万
円

人
材
育
成
を
目
的
に
、中
高
生
を
海
外（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）へ
、
小
学
生
を
国
内（
沖
永

良
部
島
）へ
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
研
修
を
行
い

ま
す
。

○新
障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業　
　

40
万
円

障
害
者
相
互
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
と

健
康
の
ま
ち
づ
く
り

あ

お
り
高
い
文
化
と

豊
か
な
人
間
性
を
培
う

文
教
の
ま
ち
づ
く
り

か

●
は
め
っ
け
み
ま
た
地
域
づ
く
り
事
業

１
８
０
万
円

地
区
単
位
で
行
う
地
域
行
事
な
ど
を
支

援
し
て
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

○新
広
聴
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
町
民
か
ら
の
意

見
・
提
言
収
集
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。意
見
収
集
は
、役
場
、中
央

公
民
館
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
総
合
文

化
施
設
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
５
カ
所

に
意
見
箱
を
設
置
。ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
意
見
収
集
も
行
い
ま
す
。６
月
か

ら
開
始
予
定
で
す
。

合
的
な

町
政
の
推
進

総

「
町
政
は
、
町
民
あ
っ
て
の
も
の
、
町
民
み
ん

な
の
も
の
で
あ
り
、
町
民
中
心
の
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
わ
た
し
の
政
治
信
条

と
併
せ
、「
心
の
政
治
」・「
心
の
通
う
町
政
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
今
後
さ
ら
に
全
身
全

霊
を
傾
け
て
、
町
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
基
本
目
標
と
し
て
お
り
ま
す

「
活
力
に
あ
ふ
れ
心
あ
た
た
ま
る
住
み
よ
い
ま

ち
三
股
」を
実
現
す
る
た
め
に
、
５
つ
の
重
点

施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
と
の
協
力
・
協

働
に
よ
る
理
念
の
も
と
、
懸
命
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

◦�

17
年
度
か
ら
着
手
し
ま
し
た
中
原
第
３
団

地
建
替
事
業
も
19
年
度
に
は
事
業
を
終
え
、

５
棟
の
新
し
い
団
地
が
完
成
し
て
お
り
ま

す
。今
後
も
町
営
住
宅
の
老
朽
化
の
状
況
、

人
口
減
少
地
区
へ
の
住
宅
建
設
な
ど
、
快
適

な
生
活
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

◦�

長
田
地
区
簡
易
水
道
整
備
は
最
終
年
度
を

迎
え
、
供
用
開
始
に
向
け
て
布
設
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
上
水
道
の
「
安

◎�

３
月
３
日
、
桑
畑
町
長
は

平
成
20
年
第
２
回
町
議
会

定
例
会
で
、
今
年
度
の
町

政
に
対
す
る
所
信
を
表
明

し
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
項
目
（
一
部
抜
粋
）

　

三
股
町
長 

桑
畑
和
男

全
で
良
質
な
水
」「
安
定
的
な
供
給
」
に
引

き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�
公
共
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
加

入
促
進
と
普
及
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、
農
業
集
落
に
お
き
ま
し
て

も
農
業
集
落
排
水
施
設
へ
の
さ
ら
な
る
接

続
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

循
環
型
ご
み
行
政
を
基
調
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
保
全
に
関
す
る
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
か
お
り
高
い
文
化
と

豊
か
な
人
間
性
を
培
う
文
教
の
ま
ち
づ
く
り
」

本
町
の
教
育
は
、
教
育
基
本
法
の
理
念
と
町

民
憲
章
の
精
神
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
か
お
り

高
い
文
化
の
創
出
を
育
み
、「
文
教
の
町
〜
み

ま
た
」を
目
指
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

文
化
会
館
と
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
各
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
、
両
施
設
の

効
率
的
な
利
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

学
校
教
育
の
充
実
と
教
育
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
や
教

育
課
題
解
決
に
向
け
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
の
連
携
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

三
股
中
学
校
整
備
事
業
は
、
20
年
度
竣
工
を
目

指
し
て
お
り
、
さ
ら
に
老
朽
化
し
た
各
小
学
校

の
体
育
施
設
の
改
築
準
備
に
入
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

「
あ
た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」

介
護
保
険
制
度
の
充
実
、
保
健
予
防
活
動
や

い
き
が
い
対
策
も
含
め
た
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
健

福
祉
施
策
の
効
果
的
な
展
開
を
目
指
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

◦�

予
防
接
種
の
実
施
、
各
種
健
康
診
査
を
は
じ

め
、
事
後
健
康
教
育
、
健
康
相
談
・
教
室
な

ど
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

４
月
か
ら
発
足
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
医
療
の
適
切
な
運

平成20年度当初予算
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●
各
基
金
の
状
況

町
で
は
、『
施
設
の
改
修
の
た
め
』と
い
っ
た
具
合
に
、

あ
る
特
定
の
目
的
の
た
め
の
お
金
を
積
み
立
て
て
い
ま

す
。そ
れ
が
基
金
（
＝
貯
金
）
と
い
う
も
の
で
す
。

町
が
現
在
持
っ
て
い
る
基
金
は
、
12
種
類
あ
り
、

ど
れ
も
目
的
達
成
の
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
こ
の
基
金
か
ら
合
計
で

７
億
２
７
６
１
万
円
を
取
り
崩
し
、
町
収
入
総
額
の

９
・
２
㌫
を
確
保
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
主
な
も
の
と
し
て
三
股
中
学
校
の
整
備

を
行
う
た
め
の
資
金
と
し
て
、
約
２
億
４
４
０
０
万
円

取
り
崩
し
、
財
源
と
し
ま
し
た
。

●
町
債
・
公
債
の
状
況

町
債
（
＝
借
金
）
は
、
施
設
の
増
改
築
な
ど
と
い
っ

た
大
き
な
事
業
に
取
り
組
む
場
合
な
ど
に
増
え
る
も
の

で
す
。例
え
ば
19
年
度
は
三
股
中
学
校
整
備
や
中
原
第

３
団
地
建
設
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
お
ま
す
。

20
年
度
は
、中
原
第
３
団
地
の
建
設
が
終
わ
っ
た
こ
と

な
ど
が
主
な
要
因
と
な
り
、
借
入
金
を
減
ら
し
ま
し
た
。

公
債
費
（
借
金
返
済
額
）
は
、
町
の
借
金
や
一
時
借

入
金
な
ど
の
返
済
に
充
て
る
費
用
で
す
。

毎
年
借
り
る
お
金
を
最
小
限
に
抑
え
て
よ
り
多
く
返

す
と
い
っ
た
、
将
来
に
負
担
を
か
け
な
い
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

5億6,123万円

8億8,302万円8億7,910万円

9億8,840万円 8億9,810万円

10億0,562万円

9億3,982万円

8億6,208万円

9億6,497万円

9億0,652万円

5億円

6億円

7億円

8億円

9億円

10億円

11億円

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

町債発行額
公債費

公
債
費
の
状
況

２階建て２棟（36戸分）の建設を行いました。

中原第３団地建替事業
２億140万円

●�

町
税・普
通
交
付
税　

な
ど
の
状
況

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
は
、
町
の
大
切
な
収
入
源
で
、
今
年
度

の
総
収
入
の
22
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。国
の
税
源
移

譲
施
策
で
18
年
度
に
比
べ
る
と
約
９
㌫
増
え
て
い
ま
す

が
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
が
そ
の
分
３
億
５
０
０
０
万

円
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
所
得
税
や
酒
税
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
地
方
交
付

税
は
、
町
の
収
入
の
中
で
一
番
大
き
い
財
源
で
、
31
・
３

㌫
。自
主
財
源
も
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
も

町
の
収
入
の
中
心
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
近
年
の
減

少
傾
向
は
町
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

5億0,542万円 5億5,520万円 5億5,556万円 5億2,504万円

5億5,322万円

7億4,208万円 7億5,161万円
6億5,327万円 5億4,705万円

3億2,430万円

18億0,963万円

25億4,391万円

25億4,967万円

24億1,174万円

27億3,023万円

0

10億円

20億円

30億円

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

財政調整基金
公共施設基金
総基金残高

財政調整基金 ： 災害復旧その他財源の不足を生じたときに使われる財源
公共施設整備基金 ： 公共施設の整備、充実に使われる財源
注）　基金の繰り入れにより毎年度の基金額が減少しています。

基
金
の
状
況

23億7,903万円

24億7,214万円

25億8,281万円

24億9,267万円

23億7,815万円

23億円

24億円

25億円

26億円

27億円

15億円

16億円

17億円

18億円

19億円

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

普通交付税
町税

普通交付税 町　税

注）本町の根幹的収入である町税・普通交付税が減少し予算の編成に大きな影響を与えています。
　　平成19年度は税源移譲により町税が大きな伸びとなっています。

町
税
・
普
通
交
付
税
の
状
況

18億1,762万円

18億4,596万円

16億5,667万円

16億5,468万円

15億7,800万円

営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�「
元
気
の
杜
」を
積
極
的
に
活
用
し
、多
世
代

に
わ
た
る
人
々
が
交
流
を
深
め
る
福
祉
の
拠

点
と
し
て
、「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
あ

た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
、
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
町
独
自
で
昨
年
４
月
よ
り
乳

幼
児
医
療
費
の
就
学
前
完
全
無
料
化
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
さ
ら
な
る
福
祉
の

増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

町
立
病
院
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
則
り
、

20
年
度
も
「
医
療
法
人
社
団 

牧
会
」（
小
牧

整
形
外
科
病
院
）
に
管
理
運
営
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
十
分
な

連
携
を
保
ち
な
が
ら
適
正
な
病
院
の
管
理

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
活
力
に
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

農
畜
産
業
は
基
幹
産
業
で
あ
り
、
そ
の
振
興

は
本
町
経
済
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。特
に
、
畜
産
は
主
軸
を
成
す
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら
に
生
産
性
の
高

い
安
定
し
た
畜
産
経
営
の
改
善
に
意
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

◦�

特
産
品
の
開
発
と
農
道
・
用
排
水
路
等
土
地

基
盤
整
備
、
後
継
者
や
女
性
農
業
者
の
育

成
・
支
援
、
畑
地
か
ん
が
い
事
業
、
集
落
営

農
の
推
進
な
ど
、
各
種
施
策
を
推
進
し
、
安

全
で
高
品
質
な
農
畜
産
物
の
生
産
に
努
め
、

競
争
力
の
強
い
産
地
形
成
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◦�

商
工
業
振
興
に
は
、
既
存
地
場
産
業
の
振
興

を
は
じ
め
と
し
た
雇
用
の
場
の
確
保
に
努

め
、
誘
致
企
業
の
立
地
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◦�

物
産
館
を
含
め
た
産
業
会
館
建
設
に
つ
い

て
は
、
商
工
振
興
と
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

鋭
意
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

購
買
力
の
町
外
へ
の
流
出
を
抑
制
し
、
町
内

指
向
へ
の
消
費
拡
大
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

「
総
合
的
な
町
政
の
推
進
」

�
町
民
と
行
政
が
創
意
工
夫
に
よ
り
、ま
ち
づ
く

り
へ
の
意
欲
と
相
互
連
携
を
図
り
、
住
み
よ
い

活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◦�

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
飛
躍
的
な
発
達
に
伴

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

町
民
と
行
政
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
確
立
を
目
指
し
、
さ
ら
に
町
民
の
視
点

に
立
っ
た
抜
本
的
な
行
政
改
革
を
進
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

◦�

昨
年
４
月
か
ら
、
町
独
自
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
」
の
運
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
路
線
や

時
刻
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
の
交
通
弱
者
の
利
便
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

◦�

入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
19
年
度

途
中
か
ら
試
行
的
に
一
般
競
争
入
札
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
国
・
県
な
ど

の
動
向
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に
対

処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

本
町
は
昭
和
23
年
５
月
３
日
に
町
制
を
施

行
し
、
本
年
、
記
念
す
べ
き
町
制
施
行
60
周

年
を
迎
え
ま
す
が
、
記
念
行
事
な
ど
を
行
い
、

年
間
を
通
し
て
「
三
股
町
の
還
暦
」
を
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
喜
び
を
分
か

ち
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

以
上
、
わ
た
し
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ

ま
し
た
が
、
常
に
町
民
主
体
の
施
策
を
展
開
す

べ
く
、
清
潔
で
公
正
な
執
行
管
理
を
行
い
、
強

い
信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
粉
骨
砕
身
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施
政
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

◎
町
の
お
金
の
出
入
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
!?

（
金
額
は
実
績
見
込
み
で
す
）

古くなった町テニスコートの人工芝を張り替
えました。

テニスコート芝張り替え
1,400万円

町コミュニティバス｢くいまーる｣事業のさら
なる利便性を図るため、小型バス（15人乗り）
を購入しました。

コミュニティバス購入
351万円

総合文化施設利用者の利便性を図るため、同
施設南側の駐車場、駐車場灯を整備しました。

総合文化施設整備・
周辺整備事業
4,463万円

居室にある段差を解消するなど、清流園のバ
リアフリー化（23室）を行いました。

養護老人ホーム清流園
居室改良工事
3,319万円

中学校校舎の整備を行いました。昨年度は普
通教室棟と特別教室棟の整備を行いました。

中学校整備
６億6,509万円

◎
19
年
度
の
主
要
事
業

平
成
20
年
度
当
初
予
算
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教
育
研
究
論
文
最
優
秀
賞
は

  

岩
切 

武
志 

教
諭
（
三
股
小
）

　

な
お
、受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞

三
股
小	

教
諭	

岩
切　

武
志

優
秀
賞

　

梶
山
小	

教
諭	

福
山　

勝
文

主
体
的
な
問
題
解
決
の
能
力
や
態
度
を
育
て

る
学
習
指
導
の
工
夫
〜
自
然
を
追
究
す
る
理

科
学
習
指
導
を
通
し
て
〜

三
股
中	

教
諭	

菅
沼　

彰
洋

思
い
を
共
有
す
る
学
年
経
営
の
在
り
方
〜
協

働
体
制
の
確
立
と
学
年
教
育
活
動
の
効
果
的

な
取
組
を
通
し
て
〜

優
良
賞

勝
岡
小	

教
諭	

渡
邉　

光
浩

長
田
小	

教
諭	

福
満　

恵
里
子

入
選三

股
小	

教
諭	

濱
田　

久
光

　

〃　

	

教
諭	

野
村　

広
作

　

〃　

	

教
諭	

中
野　

美
由
紀

勝
岡
小	

教
諭	

宇
戸
田
貢

梶
山
小	

教
諭	

伊
藤　

律
子

　

〃　

	

教
諭	

原　
　

圭
史

宮
村
小	

養
護
教
諭	

宮
田　

由
美
子

長
田
小	

教
頭	

築
池　

良
幸

　

〃　

	

教
諭	

馬
場　

智

三
股
西
小	

教
諭	

齊
藤　

正
行

　

〃　
　

	

教
諭	

大
賀　

由
佳
里

教
職
員
は
、
日
ご
ろ
の
授
業
の
ほ
か

に
も
、
子
ど
も
た
ち
の
『
学
力
の
向
上
』

や
『
心
身
の
健
や
か
な
育
成
』
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
教
育
方
法
が
い
い
の
か

な
ど
を
研
究
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
に

日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
町
内
小
・
中
学
校
の
教

職
員
を
対
象
に
、
19
年
度
、
町
教
育
委

員
会
は
「
教
育
研
究
論
文
」
を
募
集
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
町
の
教
育
方
針
や
今
日

的
な
学
校
教
育
課
題
を
踏
ま
え
、
教
育

指
導
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
明
と

教
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
同

教
育
委
員
会
の
試
み
で
す
。

応
募
さ
れ
た
論
文
は
、
特
別
支
援
教

育
、
学
年
・
学
級
経
営
、
教
科
指
導
法
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
活
用
、
保
健
・

教 育 研 究 論 文

安
全
教
育
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
な
ど
、

い
ず
れ
も
今
日
的
な
教
育
課
題
に
関
す

る
も
の
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
三
股

小
学
校
教
諭
、
岩
切
武
志
さ
ん
の
研
究

論
文
を
紹
介
し
ま
す
。

最優秀賞を受賞した岩切教諭は、２月26日の表彰式後に論文を発表しました

小
・
中
学
校
の
先
生
も
勉
強
し
て
い
ま
す
！

▼
 A

RTIC
LE A

N
N

O
U

N
C

EM
EN

T ▼

【課長級】5人
総務企画課長（税務財政課長）渡邊知
昌▽税務財政課長（総務企画課長）原
田順一▽福祉課長（総務企画課長補佐）
大脇哲朗▽産業振興課対策監兼課長補
佐（都市整備課対策監兼課長補佐）溝
口良信▽環境水道課長（環境水道課課
長補佐）下沖常美

【課長補佐級】14人
総務企画課課長補佐(総務企画課企画
政策係長)新地浩▽総務企画課課長補
佐兼職員係長（総務企画課課長補佐）
西村尚彦▽税務財政課課長補佐（町民
保健課課長補佐）綿屋良明▽税務財政
課課長補佐（税務財政課納税管理係長）
永吉雅彦▽税務財政課課長補佐兼納税
管理係長（議会事務局局長補佐）出水
健一▽会計課課長補佐（教育課生涯学
習係長）溝口幸子▽町民保健課課長補
佐（教育課課長補佐）大坪博文▽町民
保健課課長補佐兼戸籍住民係長（町民
保健課戸籍住民係長）久寿米木和明▽
町民保健課課長補佐（教育課課長補佐）
森正一▽都市整備課課長補佐（税務財
政課課長補佐）田上孝行▽環境水道課
課長補佐兼下水道係長（都市整備課課
長補佐）山領日登志▽教育課課長補佐

（税務財政課課長補佐）丸山浩一郎▽
教育課課長補佐（福祉課課長補佐）山

元道弥▽教育課生涯学習係主幹（教育
課学校教育係主幹）筒井ヤスエ

【係長級】7人
総務企画課企画政策係長（税務財政課
財政係長）黒木孝幸▽税務財政課財政
係長（総務企画課職員係長）渡具知実
▽税務財政課資産税係長（環境水道課
下水道係長）上原雅彦▽福祉課社会福
祉係長（教育課生涯学習係副主幹）中
原信昭▽福祉課介護高齢者係長（税務
財政課資産税係長）米村明彦▽議会事
務局係長（福祉課介護高齢者係長）川
野浩▽教育課生涯学習係長（福祉課社
会福祉係長）山田正人

【一般】23人
総務企画課行政係（都市整備課施設管
理係）永吉美子▽総務企画課企画政策
係（教育課生涯学習係）竹村恵美▽総
務企画課職員係（町民保健課国保年金
係）上原さとみ▽総務企画課情報シス
テム係（福祉課児童福祉係）頴川宗一
郎▽総務企画課付（町民保健課健康推
進係）森田直美▽総務企画課付（町民
保健課戸籍住民係）王原由紀子▽総務
企画課付（都市整備課建築係）堀之内
環▽総務企画課付（産業振興課農業振
興係）山内まどか▽税務財政課住民係

（産業振興課農業振興係）山之内祐二
▽福祉課児童福祉係（教育課学校教育

係）茨木久子▽福祉課児童福祉係（税
務財政課住民税係）鈴木貴▽福祉課介
護高齢者係（町民保健課国保年金係）
梅北香▽町民保健課国保年金係（総務
企画課企画政策係）内村幸▽町民保健
課国保年金係（教育課学校教育係）塩
見和佳▽町民保健課戸籍住民係（教育
課学校教育係）長友美樹▽町民保健課
健康推進係（福祉課介護高齢者係）坂
元のり子▽産業振興課農業振興係（総
務企画課行政係）島田美和▽産業振興
課農業振興係（産業振興課農政係）細
田高広▽産業振興課農政係（産業振興
課農業振興係）下西志浩▽環境水道課
下水道係（産業振興課農林整備係）永
吉由貴夫▽環境水道課環境保全係（福
祉課介護高齢者係）木場康彰▽教育課
学校教育係（福祉課児童福祉係）出水
真弓▽教育課生涯学習係（環境水道課
環境保全係）津曲浩二

【退職者】12人
下石年成（福祉課）▽瀬尾春己（産業
振興課）▽福重守（環境水道課）▽王
原弘子（環境水道課）▽前田桂子（環
境水道課）▽盛満美代子（教育課）▽
野元好又（教育課）▽間世田和文（町
民保健課）▽横山フサ子（町民保健課）
▽田島ミヨ子（町民保健課）▽柳橋勝
弘（会計課）▽原れい子（教育課）

【新規採用】2人
よろしくお願いします

産業振興課
農林整備係（新）
黒木貴之

環境水道課
下水道係（新）
中野亮一

三
股
町

人
事
異
動

新
規
採
用
２
人

異
動
総
数
49
人

町は4月1日、課長級5人、課長
補佐級14人、係長級7人、一般
職23人、計49人の人事異動を
発令しました。
詳細は次のとおりです。
※現職（前職）氏名の順、退職者は最終所属課

�
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Ⅰ　

主
題
設
定
の
理
由

最
近
、語
彙
力
の
低
下
が
言
わ
れ
て
い
る
。豊
か
な
語

彙
力
を
支
え
と
し
た
言
語
能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

本
学
級
（
５
年
生
）
児
童
は
、
４
月
当
初
、
全
国
平
均

並
み
の
学
力
を
持
っ
て
い
た
。し
か
し
、日
常
会
話
や
文

章
の
中
で
使
わ
れ
る
語
彙
が
乏
し
い
こ
と
、
新
し
い
言

葉
を
辞
書
な
ど
で
調
べ
て
み
よ
う
と
す
る
児
童
が
少
な

い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
気
に
か
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
辞
書
・
漢
字
・
読
書
を
有
機
的
に
関
連
さ
せ

て
児
童
が
自
ら
語
彙
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
児
童
は
豊
か
な
語
彙

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

本
主
題
を
設
定
し
た
。

Ⅱ　

研
究
の
実
際

１　

辞
書
引
き
を
習
慣
化
さ
せ
る
指
導

辞
書
を
引
く
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
語

彙
力
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。

⑴ �

児
童
一
人
ひ
と
り
に
専
用
の
辞
書
を
用
意
さ

せ
る
こ
と

学
級
の
児
童
全
員
に

自
分
専
用
の
辞
書
を
そ

ろ
え
さ
せ
よ
う
と
考
え

た
。そ
こ
で
、保
護
者
に

文
書
「
お
子
さ
ん
専
用

の
国
語
辞
典
準
備
の
お

願
い
」
を
配
布
し
た
り
、参
観
日
や
家
庭
訪
問
で

辞
書
の
必
要
性
を
語
っ
た
り
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
児
童
一
人
ひ
と
り
に
辞
書
を
そ
ろ
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

⑵
辞
書
は
い
つ
も
机
の
上
に
出
し
て
お
く
こ
と

辞
書
は
使
い
た
い
と
き
に
す
ぐ
に
使
え
る
よ

う
に
、
ど
の
教
科
の
授
業
で
も
机
の
上
に
必
ず

出
し
て
お
く
よ
う
に
指
導
し
た
。

⑶
辞
書
に
※

付ふ

箋せ
ん

を
貼
る
こ
と

辞
書
を
引
い
た
ら
、
そ
の
言
葉
が
載
っ
て
い

た
ペ
ー
ジ
に
付
箋
を
貼
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

①�

目
的
は
４
つ
あ
る
。
１
つ
目
は
、
自
分
が
調

べ
た
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
。２

つ
目
は
、
辞
書
に
付
箋
が
増
え
て
い
く
の

を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
。３
つ
目
は
、

現
時
点
で
言
葉
を
い
く
つ
引
い
た
か
を
明

確
に
す
る
た
め
。
４
つ
目
は
、
付
箋
を
貼
る

と
い
う
作
業
に
よ
り
引
い
た
言
葉
を
記
憶

に
残
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。

②�

貼
っ
た
付
箋
の
枚

数
が
わ
か
る
よ
う

に
、
付
箋
の
上
部
に

１
、２
、３
…
と
順
番

に
通
し
番
号
を
書
か

せ
た
。

③�

授
業
で
教
師
が
特
定
の
言
葉
を
辞
書
で
調
べ

さ
せ
た
と
き
は
、
起
立
し
て
辞
書
に
書
か
れ

て
い
る
説
明
を
音
読
し
、
音
読
が
終
わ
っ
た

ら
着
席
し
て
付
箋
を
貼
る
よ
う
に
さ
せ
た
。

④�

使
用
す
る
付
箋
は
細
い
も
の
よ
り
太
い
も
の

を
選
ん
だ
。太
い
付
箋
を
貼
る
方
が
、辞
書
を

使
っ
た
回
数
が
は
っ
き
り
見
え
て
、
辞
書
を

引
く
意
欲
が
高
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

⑷�

授
業
外
で
も
辞
書
を
活
用
す
る
時
間
を
設
け
る

こ
と

①�

朝
の
会
に「
今
日
の
い
い
言
葉
」と
い
う
時
間

を
設
定
し
た
。日
直
当
番
は
、四
字
熟
語
や
こ

と
わ
ざ
な
ど
、
知
っ
て
い
て
役
に
立
つ
言
葉

を
紹
介
す
る
よ
う
に
し
た
。

②�

辞
書
の
説
明
の
部
分
を
読
み
、
ど
ん
な
言
葉

の
説
明
で
あ
る
か
を
当
て
る
「
何
の
説
明
？

ク
イ
ズ
」を
実
施
し
た
。休
み
時
間
な
ど
に
も

辞
書
を
広
げ
て
児
童
同
士
が
お
互
い
に
問
題

を
出
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

遊
び
を
通
し
て
辞
書
に
親
し
み
を
も
つ
よ
う

に
し
た
。

２　

活
用
の
幅
を
広
げ
る
漢
字
指
導

漢
字
の
活
用
の
幅
を
広
げ
る
と
は
、
あ
る
漢
字

が
初
め
て
熟
語
と
し
て
目
の
前
に
現
れ
た
場
合
で

も
熟
語
の
意
味
が
推
測
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。漢
字
の
活
用
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
は
、

そ
の
漢
字
の
持
つ
意
味
を
深
く
理
解
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
特
に
次
の
よ
う
な

工
夫
を
し
た
。

⑴
部
首
毎
の
新
出
漢
字
の
学
習

注
目
す
べ
き
漢
字
の
要
素
と
し
て
は
、
漢
字

体
系
の
視
点
か
ら
、
画
数
の
順
、
音
の
並
び
、
部

首
、成
り
立
ち
の
種
類
（
象
形
、指
事
、会
意
、形

声
）の
４
つ
が
あ
る
。こ
の
中
で
特
に
注
目
し
た

の
が
部
首
で
あ
る
。

部
首
に
注
目
す
る
こ
と
で
漢
字
の
大
き
な
意

味
が
つ
か
め
る
場
合
が
多
く
、
類
型
化
も
し
や

す
い
。ま
た
、部
首
の
成
り
立
ち
に
も
目
を
向
け

さ
せ
る
こ
と
で
、
部
首
以
外
の
部
分
に
も
必
然

的
に
意
識
が
向
か
う
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
、
５
年
生
で
学
習
す
る
す
べ
て
の
漢

字
を
部
首
毎
に
指
導
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
じ

部
首
の
漢
字
だ
け
を
集
め
て
、
部
首
毎
に
新
出

漢
字
を
学
習
で
き
る
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
、
そ

の
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
指
導
し
た
。

⑵
漢
字
遊
び
歌
に
よ
る
学
習

漢
字
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
「
漢
字
遊

び
歌
」
を
活
用
し
た
。
漢
字
遊
び
歌
と
は
、
一

つ
の
漢
字
の
音
読
み
と
訓
読
み
を
織
り
交
ぜ
て

唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
児
童

が
楽
し
く
唱
え
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
、「
額
ぶ

ち
の
金
額
高
く
額
に

汗
」
と
い
っ
た
よ
う
に

５
・
７
・
５
調
に
し
て
リ

ズ
ム
感
を
よ
く
し
た
り
、

内
容
に
面
白
み
を
持
た

せ
た
り
す
る
な
ど
工
夫

し
た
。
こ
の
漢
字
遊
び
歌
を
徹
底
し
て
反
復
さ

せ
る
こ
と
で
漢
字
を
身
に
付
け
さ
せ
た
。

⑶「
漢
字
ク
イ
ズ
」の
時
間
の
設
定

朝
の
会
に
「
漢
字
ク
イ
ズ
」
の
時
間
を
設
け
た
。

日
直
が
あ
る
漢
字
の
画
数
、
部
首
、
音
読
み
な
ど

の
問
題
を
出
し
て
、
そ
れ
に
ほ
か
の
児
童
が
答

え
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
５
年
生

で
習
っ
た
９
画
の
漢
字
で
す
。
部
首
は
が
ん
だ

れ
で
す
。音
読
み
は
コ
ウ
で
す
。何
で
し
ょ
う
？
」

３　
「
読
め
」と
言
わ
な
い
読
書
指
導

辞
書
指
導
と
同
様
に
、
い
つ
で
も
本
を
手
に
取
っ

て
読
書
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と
で
、「
読

め
」
と
言
わ
な
く
て
も
児
童
の
読
書
量
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

⑴
本
は
い
つ
も
机
の
上
に
置
く
こ
と

読
書
中
の
本
は
、
辞
書
な
ど
と
一
緒
に
机
の

隅
に
置
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。す
る
と
、友
だ
ち

が
読
ん
で
い
る
本
が
目
に
留
ま
る
た
め
、
本
の

感
想
を
交
流
し
た
り
、
貸
し
借
り
の
予
約
を
取

り
付
け
た
り
す
る
機
会
が
増
え
た
。

⑵ 

学
級
文
庫
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

読
書
の
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
て
も
、
読
み

た
い
本
が
な
け
れ
ば
読
む
気
は
起
き
な
い
。
ま

た
、
読
み
た
い
本
が
手
軽
に
選
べ
る
環
境
も
必

要
で
あ
る
。そ
こ
で
、学
級
文
庫
の
充
実
を
図
る

こ
と
に
し
た
。

①�

本
に
対
す
る
児
童
の
関
心
が
持
続
す
る
よ
う

に
、
本
を
少
し
ず
つ
計
画
的
に
学
級
文
庫
に

そ
ろ
え
る
こ
と
に
し
た
。

②�

学
級
文
庫
に
新
し
い
本
を
加
え
る
と
き
に
は
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
よ
う
な
形
で
本
の
紹
介
を

必
ず
加
え
る
よ
う
に
し
た
。

③�「
学
級
文
庫
に
入
れ
て
ほ
し
い
本
」と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
購
入
図
書
の
参
考
と

し
た
。

④�

新
し
く
学
級
文
庫
に
投
入
し
た
本
は
、
し
ば

ら
く
の
間
は
絶
大
な
人
気
が
あ
る
。そ
こ
で
、

本
を
読
む
順
番
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
付
箋
に
次
に
読
む
人
の
名
前
を
書
い

て
本
に
貼
ら
せ
た
。

Ⅲ　

研
究
の
成
果
と
今
後
の
課
題

１　

研
究
の
成
果

○�

辞
書
・
漢
字
・
読
書
を
有
機
的
に

関
連
さ
せ
た
指
導
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
の
語
彙
力
は
高
ま

り
、
知
能
や
国
語
学
力
も
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

○�

児
童
専
用
の
辞
書
を
用
意
さ
せ
、

辞
書
を
引
き
や
す
い
環
境
や
引
き

た
く
な
る
手
立
て
を
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
り
、
辞
書
引
き
の
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

２　

今
後
の
課
題

○�

漢
字
遊
び
歌
な
ど
豊
か
な
教
材
を

作
成
す
る
に
は
時
間
と
労
力
が
か

か
る
。
教
師
間
で
協
力
し
て
作
成

す
る
方
法
も
あ
る
と
考
え
る
。

豊
か
な
語ご

彙い

力り
ょ
く

を
身
に
付
け
た
児
童
の
育
成

〜
辞
書
・
漢
字
・
読
書
を
有
機
的
に
関
連
さ
せ
た
指
導
を
通
し
て
〜

三
股
町
立
三
股
小
学
校　
　

教
諭　

岩
切 

武
志

teacher  IWAKIRI Takeshi

参考文献：深谷圭助（平成18年）「７歳から「辞書」を引いて頭を鍛える」すばる舎／宮下久夫（平成12年）「分ければ見つかる知ってる漢字」太郎次郎社／川島隆太（平成15年）「子どもを賢くする脳の鍛え方」小学館

教 育 研 究 論 文
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辞書引きを
習慣化させる指導

「読め」と
言わない
読書指導

活用の
幅を広げる
漢字指導

豊かな
語彙力

辞書はいつも机の上

付箋で膨れ上がった辞書

漢字クイズを出題する児童

児童一人当たりの推定語彙数の変容学級の偏差値の変容
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２
月
27
日
、都
城
東
高
等
学
校

（
柿
木
衛
護
校
長
）
は
、高
校
３
年

間
の
労
を
ね
ぎ
ら
お
う
と
、
文
化

会
館
で「
３
年
生
を
送
る
会
」を
開

き
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
開

催
さ
れ
た
本
会
は
、
同
校
と
３
年

生
を
送
る
会
実
行
委
員
会
が
企
画
。

卒
業
を
前
に
し
た
２
０
７
人
の

３
年
生
が
集
め
ら
れ
、
福
岡
県
出

身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、

ま
の
あ
け
み
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲
が

披
露
さ
れ
、
ま
の
さ
ん
か
ら
卒
業

生
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
、
各
学
級
の
担
任
教
諭
が

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
ラ
ッ
プ
と

呼
ば
れ
る
音
楽
を
即
興
で
披
露
す

る
な
ど
、
そ
の
多
彩
な
内
容
に
生

徒
た
ち
は
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

都
城
東
高
校
卒
業
生
を
送
る
会

ま
の
さ
ん
が
ね
ぎ
ら
う

「
い
い
手
形
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
夢
は
動

物
学
者
。大
人
に
な
っ
て
成
長
し
た
手
と
比
べ

て
み
た
い
で
す
」

19
年
度
卒
業
生

新
開 

隼
人
く
ん

（
田
上
）

「
地
区
内
農
業
従
事
者
の
60
㌫
以
上
が
農
業
を
続

け
て
い
き
た
い
と
い
う
そ
の
思
い
を
地
域
が
一
つ

に
な
っ
て
つ
な
げ
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

樺
山
地
区
集
落
営
農
組
合
長

内
村 

征
生
さ
ん

（
中
米
）

２
月
29
日
、
町
教
育
委
員
会
は

文
化
会
館
で「
子
ど
も
世
界
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
世
界
各
国
で
２
月
に

催
さ
れ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
に
ち
な
み
、

子
ど
も
た
ち
に
外
国
文
化
に
触
れ

て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

参
加
し
た
の
は
仮
装
し
た
町
内

保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
約
２
０

０
人
。町
国
際
交
流
員
の
シ
ャ
ル・

ヤ
ナ
さ
ん
の
呼
び
掛
け
で
集
ま
っ

た
近
隣
市
町
村
の
国
際
交
流
員
や

外
国
語
指
導
助
手
な
ど
と
英
語

の
歌
を
歌
っ
た
り
、
動
物
の
名
前

を
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
当
て
る

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

子
ど
も
世
界
ま
つ
り

園
児
ら
国
際
文
化
に
触
れ
る

３
月
６
日
、
梶
山
小
学
校（
田

畑
幸
広
校
長
・
70
人
）
の
６
年
生
は
、

卒
業
の
記
念
に
校
庭
で
手
形
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
構
成

さ
れ
た
活
性
化
委
員
会
が
企
画
し
、

平
成
12
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
63
人
の
卒
業
生
が

学
び
舎
に
手
形
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
卒
業
を
前
に
し
た
６

年
生
８
人
は
、思
い
思
い
に
セ
メ
ン

ト
に
手
の
ひ
ら
を
押
し
付
け
、
く

ぎ
で
名
前
や
日
付
を
彫
り
ま
し
た
。

作
ら
れ
た
手
形
は
、
先
輩
た
ち

が
残
し
た
手
形
が
設
置
さ
れ
て
い

る
校
門
横
に
近
々
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。

梶
山
小
学
校
６
年
生

母
校
に「
手
形
」を
残
す

３
月
９
日
、
第
二
地
区
交
流
プ

ラ
ザ
で「
樺
山
地
区
集
落
営
農
組

合
設
立
総
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
農
地
の
利
用
法

や
農
業
機
械
・
施
設
、
担
い
手
と

い
っ
た
農
業
へ
の
展
望
を
協
力
し

て
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。

同
地
区
で
は
、
60
歳
以
上
の
農

業
従
事
者
が
現
在
56
㌫
を
占
め
て

お
り
、
農
業
の
将
来
が
逼
迫
。昨

年
７
月
か
ら
準
備
を
進
め
、
地
区

農
業
従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
座
談
会
を
重
ね
て
同
設
立
に

至
り
ま
し
た
。な
お
、町
内
で
は
梶

山
地
区
に
続
き
二
つ
目
の
設
立
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
農
業
の
発
展
に
樺
山
地
区
が

集
落
営
農
組
合
を
設
立

「
外
国
の
人
と
話
す
の
は
ド
キ
ド
キ
し
た
け
ど
、

こ
れ
か
ら
も
英
語
を
楽
し
く
勉
強
し
て
、
た
く

さ
ん
の
外
国
の
人
と
話

し
て
み
た
い
で
す
」

く
る
み
保
育
園

中
嶋 

一
晴
く
ん

（
６
歳
）

昨
年
３
月
９
日
の
町
道
で
の
交

通
死
亡
事
故
以
来
、
死
亡
事
故
が

１
年
間
な
か
っ
た
と
し
て
、
３
月

10
日
、
県
交
通
安
全
対
策
推
進
本

部（
東
国
原
英
夫
本
部
長
）
か
ら
、

町
は｢

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
市
町
村

表
彰｣

を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
式
は
町
長
室
で
行
わ
れ
、

湯
地
幸
一
県
地
域
生
活
部
交
通
安

全
対
策
監
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
さ

れ
た
桑
畑
町
長
は「
交
通
安
全
協

会
三
股
支
部
や
交
通
指
導
員
、
消

防
団
な
ど
の
日
ご
ろ
の
活
動
の
お

か
げ
。今
後
も
地
道
な
活
動
を
続

け
た
い
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
定
期
的
な
街
頭
指
導

や
危
険
個
所
調
査
、
交
通
安
全
運

動
な
ど
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何

よ
り
も
ま
ず
、
町
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
意
識
が
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
す
。今
後
と
も
さ
ら
な

る
交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
町
が
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
で
表
彰

さ
ら
な
る
交
通
安
全
に
協
力
を
！

３
月
９
日
、
第
７
回

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
同
実
行
委
員
会
、
町
教

育
委
員
会
ほ
か
主
催
）

が
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
本
大
会
。
今

年
は
、
悪
天
候
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、４
８

３
人
が
参
加
し
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に

は
１
３
４
人
が
参
加
。悪
天
候
の

た
め
、
当
初
の
コ
ー
ス
を
変
更
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
の
５
㌔

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

アスリートタウンin三股

３
㌔
）大
久
保
恭
太（
中
学
３
年
３

㌔
）
西
郷
貴
之
（
中
学
５
㌔
）
藤

井
拓
也
（
高
校
10
㌔
）
冨
永
敬
博

（
39
歳
以
下
５
㌔
）
早
田
賢
二
（
同

10
㌔
）米
田
透（
40
歳
代
３
㌔
）高

山
一
也（
同
５
㌔
）冨
永
博
文（
同

10
㌔
）
西
園
祐
作
（
50
歳
代
３
㌔
）

今
西
勇
次
（
同
５
㌔
）
志
水
幸
一

（
50
歳
以
上
10
㌔
）
椎
屋
藤
雄
（
60

歳
以
上
３
㌔
）川
添
時
義（
60
歳
以

上
５
㌔
）
飯
迫
善
信

【
女
子
】

（
小
１
年
２
㌔
）
松
岡
杏
（
同
２
年

２
㌔
）
山
元
萌
子
（
同
３
年
２
㌔
）

中
前
日
菜
子（
同
４
年
２
㌔
）永
友

郁（
同
５
年
２
㌔
）吉
満
樺
音（
同

６
年
２
㌔
）福
永
彩
夏（
中
学
１
年

３
㌔
）
秋
廣
岬
（
中
学
２
年
３
㌔
）

田
中
弥
生（
中
学
３
年
３
㌔
）巣
立

美
樹
（
39
歳
以
下
３
㌔
）
柳
田
佳

代
子（
39
歳
以
下
10
㌔
）井
上
直
子

（
50
歳
代
３
㌔
）
後
藤
千
鶴
子
（
50

歳
代
５
㌔
）尾
崎
英
子（
60
歳
以
上

５
㌔
）
菊
野
ヒ
メ

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
】

（
２
㌔
）
永
吉
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
永
吉
勇
二
・
翔
）

参
加
者
の
中
に
は
、
近
年
静
か

な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
楽
し

む
人
も
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
で

走
る
参
加
者
を
沿
道
か
ら
声
援
を

送
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
歩
い
て

い
ま
し
た
。

一
方
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
」

は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、
距

離
・
性
別
・
年
代
別
と
い
っ
た
種
目

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
を

加
え
た
38
種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
己
新
記
録
を
狙

う
人
や
ペ
ア
で
完
走
を
目
指
す
人

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
ゴ
ー
ル
前
で
は
、

接
戦
も
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
、
沿
道
の
観
客
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
種
目
別
の
優
勝
は
次
の

と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
男
子
】

（
小
１
年
２
㌔
）
野
崎
永
綺
（
同
２

年
２
㌔
）
中
村
香
貴
（
同
３
年
２

㌔
）河
野
夏
輝（
同
４
年
２
㌔
）川

上
周
晟（
同
５
年
２
㌔
）月
野
誠
也

（
同
６
年
２
㌔
）
大
村
友
哉
（
中
学

１
年
３
㌔
）野
口
和
真（
中
学
２
年

町
消
防
団（
中
村
修
一
団
長
・
１

６
０
人
）
が
、日
本
消
防
協
会
特
別

表
彰
の
最
高
栄
誉
賞
で
あ
る「
ま

と
い
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
防
機
器
操
作
の
正

確
さ
や
速
さ
を
競
う
全
国
消
防

操
法
大
会
へ
の
出
場
歴
が
あ
る
こ

と
、消
防
活
動
や
防
犯
活
動
な
ど
、

長
年
に
わ
た
る
地
域
貢
献
活
動
の

功
績
を
基
に
選
考
さ
れ
る
も
の
で
、

県
内
で
は
５
年
ぶ
り
５
団
体
目
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

町
消
防
団
は
、
昭
和
23
年
に
発

足
以
来
、消
防
活
動
の
ほ
か
に
も
、

防
災
、
防
犯
や
交
通
安
全
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
全

国
消
防
操
法
大
会
に
も
２
度
出
場
。

同
61
年
に
は
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
で
３
位
入
賞
を
飾
り
ま
し
た
。

中
村
団
長
は「
本
受
賞
は
長
年

の
夢
。今
後
も
活
動
の
励
み
に
し

た
い
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

本
町
消
防
団
が
、

日
本
消
防
協
会
最
高
栄
誉
賞

「
ま
と
い
」を
受
賞

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

総
勢
４
８
３
人
が
挑
戦
！
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そ
の
日
は
、
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
。わ
た
し
は
い
つ
も
と
同
様
、普
通

貨
物
自
動
車
を
運
転
し
て
い
ま
し
た
。あ
る

所
で
荷
物
を
積
み
、
会
社
に
戻
る
途
中
の
出

来
事
で
し
た
。わ
た
し
の
前
を
走
っ
て
い
た

軽
自
動
車
が
、
右
折
し
よ
う
と
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
に
寄
り
突
然
止
ま
り
ま
し
た
。突
然
の

こ
と
に
慌
て
た
わ
た
し
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
を

踏
み
ま
し
た
。し
か
し
、車
間
距
離
が
不
十
分

で
止
ま
れ
そ
う
も
な
く
、
左
側
に
避
け
よ
う

と
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
瞬
間
、
軽
自
動

車
の
左
側
後
部
に
衝
突
し
ま
し
た
。軽
自
動

車
は
、
右
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
い
た
せ
い

も
あ
り
、
衝
突
の
は
ず
み
で
対
向
車
線
に
出

て
し
ま
い
、さ
ら
に
、対
向
車
が
ノ
ー
ブ
レ
ー

キ
で
衝
突
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
急
い
で
外
に
飛
び
出
し
、
警
察

に
連
絡
し
、救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。そ
の
と

き
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た

と
思
い
、こ
れ
が
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、何

度
も
何
度
も
願
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
被
害
者
の
安
否
も
神
に
す
が
る

思
い
で
祈
り
続
け
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
祈

り
も
届
く
こ
と
も
な
く
、翌
日
の
午
後
、被
害

者
の
１
人
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
、
全
身
の
力
が
抜

け
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
わ
た
し
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
悩
み
ま
し
た
。死
亡

者
１
人
、
負
傷
者
５
人
と
い
う
重
大
な
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
い
、こ
れ
か
ら
先
、生
き
て

い
く
の
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
誠

心
誠
意
、謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、お

通
夜
の
日
、遺
族
の
方
に
お
会
い
し
、何
度
も
何

度
も
謝
罪
し
ま
し
た
。し
か
し
、遺
族
の
方
の
対

応
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
で「
お
父
さ
ん
を
返

し
て
」と
叫
ば
れ
た
と
き
に
は
、自
分
の
頭
を
鉄

ハ
ン
マ
ー
で
強
く
殴
ら
れ
た
気
持
ち
で
し
た
。

わ
た
し
は
本
当
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
を
し
て
し
ま
い
、
遺
族
の
方
に
は
本
当
に
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
。自
分
の
不
注
意
の
せ
い

で
、一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ
た
遺
族
の
方
の
、こ

の
上
な
い
悲
し
み
。夫
あ
る
い
は
父
の
い
な
い

こ
れ
か
ら
の
辛
い
生
活
を
考
え
る
と
、
本
当
に

本
当
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
思

い
を
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
自
分
に
と
て
も
腹

が
立
ち
、と
て
も
悔
し
く
思
い
ま
す
。

わ
た
し
が
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
信
頼

や
仕
事
、そ
し
て
、温
か
い
愛
情
を
注
い
で
く
れ

た
人
の
つ
な
が
り
ま
で
す
べ
て
の
も
の
を
失
っ

て
し
ま
い
、
妻
子
や
親
兄
弟
に
ま
で
、
と
ん
で

も
な
い
迷
惑
や
心
配
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

改
め
て
、
自
分
の
犯
し
た
罪
の
重
大
さ
に
気
づ

き
、頭
を
抱
え
て
い
る
始
末
で
す
。事
故
と
い
う

も
の
が
、
こ
れ
ほ
ど
人
に
心
配
や
迷
惑
を
掛
け
、

と
て
つ
も
な
い
苦
痛
を
も
た
ら
し
、
こ
の
う
え

な
い
悲
し
み
を
引
き
起
こ
す
も
の
だ
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
重
大
な
事
故
を
起
こ
す
原
因
と

な
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
安
全
運
転
の
義
務
を

Ｎ
・
Ｋ　

21
歳　

運
転
手

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
17
位
／
平
成
20
年
２
月
29
日
現
在
（
30
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

幸
せ
か
ら
地
獄
の
日
々
へ

シャル・ヤナ

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

怠
り
、
ほ
ん
の
少
し
の
油
断
や
慣
れ
、
そ
れ

に
過
信
も
原
因
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

今
ま
で
の
私
生
活
で
の
だ
ら
し
な
さ
も
事
故

に
つ
な
が
っ
た
大
き
な
原
因
と
い
え
る
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
前
科
１
犯
と
い
う
目
に
は
見
え

な
い
と
て
も
大
き
く
、
重
た
い
看
板
を
一
生

背
負
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

施
設
で
の
生
活
を
機
会
に
、
こ
れ
か
ら
の
運

転
の
仕
方
、
生
活
の
在
り
方
を
十
分
に
考
え
、

自
分
の
犯
し
た
罪
を
残
り
の
人
生
を
一
生
か

け
て
償
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

れ
に
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
も

償
い
の
一
つ
と
考
え
、
も
う
こ
れ
以
上
人
を

悲
し
ま
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
精
一
杯
努

力
し
過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

Culture

三
十
、
か
も

２
月
22
日
〜
24
日
、
４
回
公
演
で
、
劇
団

こ
ふ
く
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
♯
13　

レ

コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
シ
リ
ー
ズvol.4

『
三
十
、

か
も
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
演
劇
は
、毎
年
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
短
編

で
構
成
さ
れ
る
同
劇
団
の
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ

ヤ
ー
シ
リ
ー
ズ
で
、
過
去
に
「
結
婚
、
と
か
」

「
青
春
、と
か
」「
音
楽
、と
か
」
な
ど
が
開
催

さ
れ
、
高
い
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
い
つ
も
と
は
少
し
趣
向
を
変
え
、3

人
の
女
性
劇
作
家
に
「
女
、
30
歳
、
そ
れ
と
、

ピ
ア
ノ
、一
台
」
の
お
題
で
新
作
の
書
下
ろ
し

を
お
願
い
し
、そ
う
し
て
生
ま
れ
た
短
編
３
作

品
（【
佳
き
日
に
】
作
／
小
水
流
美
紀
、【
団　

欒
】
作
／
島
田
佳
代
、【
と
り
あ
え
ず
、
さ
よ

う
な
ら
】作
／
渡
邉
眞
美
）が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。作

品
を
演
じ
る
俳
優
の
顔
ぶ
れ
も
多
彩
で
、

作
品
一
つ
ひ
と
つ
が
味
わ
い
深
い
仕
上
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
公
演
に
は
、
特
別
企
画
が

２
つ
あ
り
、一
つ
は
「
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
（
歌
詞
）

募
集
！
」
30
歳
を
迎
え
る
（
た
）
女
性
の
心

情
や
そ
の
女
性
の
ス
ト
ー
リ
ー
、歌
詞
を
募
集

し
、
そ
の
中
の
最
優
秀
作
品
に
は
、
劇
団
こ
ふ

く
劇
場
の
上
元
千
春
さ
ん
が
曲
を
つ
け
、劇
中

に
テ
ー
マ
曲
と
し
て
演
奏
さ
れ
る
と
い
う
も

の
。
も
う
一
つ
は
「
劇
場
へ
お
い
で
！
」
と
い

う
こ
と
で
、公
演
開
催
時
点
で
29
歳
、30
歳
の

人
を
無
料
で
招
待
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

24
日
の
公
演
終
了
後
に
は
、
ポ
ス
ト
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
女
性
劇

作
家
３
人
が
台
本
を
書
く
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
、実
際
に
劇
と
し
て
仕
上
が
っ
た
作
品
を

見
た
感
想
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

毎
週
水
曜
日
（
第
３
週
を
除
く
）
は
、文
化

会
館
ロ
ビ
ー
で
、小
さ
な
音
楽
会
の
メ
ン
バ
ー

が
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ

ク
エ
ス
ト
曲
も
募
集
し
て
い
ま
す
。希
望
す
る

人
は
、
文
化
会
館
事
務
所
に
ど
う
ぞ
。

や
べ
み
つ
の
り
さ
ん
が
や
っ
て
来
た

３
月
２
日
、「
ぶ
ど
う
の
会
」
主
催
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
や
べ
み
つ
の
り
さ
ん
。
全
国
各

地
で
、
造
形
遊
び
や
紙
し
ば
い
作
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
紙
芝
居
の
実
演
を
交
え
な
が
ら
、

ま
た
ト
レ
ー
と
色
セ
ロ
フ
ァ
ン
で
作
っ
た
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
や
空
き

缶
で
つ
く
っ
た
う
な
り
ゴ
マ
、
ビ
ー
ル
の
ミ

ニ
樽
で
作
っ
た
万
華
鏡
な
ど
の
展
示
を
し
、

身
近
に
あ
る
も
の
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
想
像
力
や
発
想
力
を
い
か
に
刺
激
し
、

伸
ば
し
て
い
く
か
な
ど
と
い
う
内
容
の
講
演

で
し
た
。
参
加
し
た
親
子
も
み
ん
な
熱
心
に

聞
き
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

や
べ
さ
ん
の
絵
本
、
紙
し
ば
い
な
ど
は
、

図
書
館
に
も
多
数
の
作
品
を
置
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

絵
本
・
手
遊
び
・
お
手
玉

３
月
９
日
、「
都
城
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む

会
」
の
常
盤
玲
子
さ
ん
と
迫
田
美
保
子
さ
ん

を
講
師
に
招
い
て
、
読
み
聞
か
せ
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
実
演
や
、
お
二
人

の
子
育
て
の
体
験
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
引
き
付
け
る
手
遊

び
や
、
た
く
さ
ん
の
人
数
で
楽
し
め
る
お
手

玉
遊
び
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
に
お
お
い
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
図
書
館

静
か
な
と
こ
ろ
で
勉
強
し
た
い
、
ゆ
っ
く

り
新
聞
雑
誌
を
読
み
た
い
、
親
子
で
楽
し
く

絵
本
を
見
た
い
、
誰
に
も
じ
ゃ
ま
さ
れ
ず
に

本
を
読
み
た
い
。
利
用
者
み
ん
な
が
そ
う
で

き
る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
案
内
（
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
）
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）・

祝
日
・
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４

日
）・
第
３
水
曜
日
（
館
内
整
理
日
）・
館
内

資
料
一
斉
点
検
（
年
１
回
15
日
以
内
）

３作品の上演があった「三十、かも」。写真は「佳き日に」の一場面

子どもたちにも大人気の「ロビーコンサート」

２
月
23
日
、都
城
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
で「
み
や
こ
ん
じ
ょ

か
ら
世
界
を
見
よ
う
」と
い
う
イ

ベ
ン
ト
で
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
と

先
進
国
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。国
際
交

流
員
の
仕
事
と
し
て
よ
く
人
の

前
で
話
し
ま
す
が
、今
回
は
本
当

に
緊
張
し
ま
し
た
。な
ぜ
？

典
型
的
な
紹
介
で
は
な
く
、ま

じ
め
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、短

い
時
間
で（
５
分
）い
ろ
い
ろ
な

説
明
と
数
字
を
教
え
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。担
当
者
と
一
緒
に

分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
を
書
き
、
ご
く

自
然
に
読
ん
で
み
ま
し
た
。三
股
町
で
そ

ん
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
し
た
経
験
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
う
え
、
観
客
の
中
に
多
く
の
偉
い

人
や
知
り
合
い
が
い
ま
し
た
の
で
、
完
全

な
ス
ピ
ー
チ
と
イ
メ
ー
ジ
を
し
た
か
っ
た

で
す
。大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
が
、

良
く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。本
当
に
日
本

語
が
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。緊

張
し
な
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ

ん
！
！
！

参加者も一緒にお手玉などを楽しみました

紙しばいの実演などを交えたやべさんの講演

日本語で国際交流員のスピーチ



■お知らせ ●問い合わせ：三股町役場　TEL52-1111㈹　FAX52-4944
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椎八重公園　つつじまつり
４月19日（土）〜30日（水）
６万本のクルメツツジ

　写真

■期間中のイベント＝
◎オープニングセレモニー
４月19日（土）午前10時30分〜
①�「みやざき花の女王」による花の苗プ
レゼント
②ツツジの苗木プレゼント
◎三股町物産展
４月19日（土）〜20日（日）
午前10時〜午後４時
◎ガーデニング教室
４月23日（水）
シャクナゲの部…午前10時30分〜
ツツジの部………午後１時30分〜

※雨天の場合は翌24日（木）に延期
定　員……各25人
場　所……椎八重公園会場内
参加料……１人500円
申し込み…会場事務所で当日受付

※先着順。定員になり次第締め切ります
◎シャクナゲの苗木プレゼント
４月26日（土）午前10時〜

早馬神社　早馬まつり

４月29日（火）（昭和の日）
盆地の二大祭！

　写真

■会場＝早馬公園周辺（ステージ・剣道
大会・生け花・野点）、武道体育館（柔道
大会）、弓道場（弓道大会）、四半的弓道
場（四半的大会）

■内容＝郷土芸能（ジャンカン馬踊り・
棒踊りほか）、ステージ（文化協会・中
学校吹奏楽部ほか）など

しゃくなげの森　しゃくなげ花祭り
５月６日（火）まで！
世界のシャクナゲ500種3万本！

　写真

■問い合わせ
  三股町観光協会 事務局

　（役場産業振興課内）
　☎52−1111（内線355）　

平成17年４月から総合福祉センター
「元気の杜」敷地内にある温泉スタンド
で、温泉水の無料提供を行ってきました。

しかし、今後も町の資源を広く長く町
民の皆さんに愛用してもらうために、６
月１日から有料化します。
温泉水は、限りある資源であり、町民全
体の財産であることをご理解くださいま
すようお願いします。
なお、料金などの詳細については、広報
みまた５月号でお知らせします。
■問い合わせ
　総務企画課　企画政策係
　☎52－1111（内線224）

学生納付特例制度は、収入のない学生
が申請をして承認されると、「在学期間中
の国民年金保険料を後払いできる」仕組
みです。承認基準など詳しくは窓口でご
相談ください。
この特例を希望する人は、国保年金係

（３番窓口）に届け出てください。
■必要なもの＝
◦�学生であることを確認できるもの（在
学証明書や学生証の写しなど）
◦年金手帳
◦�印かん（認印で可・申請者が自署する場
合は必要ありません）

※この届け出は毎年度必要です。
■申請期限＝
平成21年４月30日（木）まで

※学生納付特例の申請が遅れたり、過去

学生の国民年金保険料
〜平成20年度の学生
納付特例申請の受け
付けが始まりました〜

三股の春まつり に未納の期間があったりすると、不慮
の事故や病気による障害について、障
害基礎年金を受け取ることができな
い場合があります。そのため、今年度
の申請は５月30日（金）までに申請さ
れることをおすすめします。

■問い合わせ
　町民保健課　国保年金係
　☎52－1111（内線116・113）

　地方税法の規定により、平成20年度
の固定資産課税台帳と土地・家屋価格縦
覧帳簿は、次のとおり縦覧（閲覧）ができ
ます。
■縦覧（閲覧）期間＝４月30日（水）まで
（ただし、土・日・祝祭日を除く）

■縦覧（閲覧）時間＝
８時30分〜午後５時
 （ただし、午後０時15分〜1時を除く）

■縦覧（閲覧）場所＝税務財政課（１階）
■縦覧（閲覧）できる人＝
固定資産の所有者本人
固定資産の所有者の同意を得た者
（委任状をお持ちください）
固定資産の納税管理人・相続人代表者
（いずれも届け出されている人）
※窓口に来る人の印かん（認め印可）が必

要です。
■手数料＝
　縦覧期間内に限り、閲覧・縦覧には、
手数料はいりません。ただし、別途、証
明書などが必要な場合は手数料が必
要となります。
※４月上旬には固定資産税の納税通知書

を送付しますが、その中の課税明細と
縦覧で閲覧できる内容は同じ内容と
なります。また、課税明細の不明な点
がありましたら、課税明細を持ってお
越しください。

※この機会に、固定資産課税台帳を閲覧・
縦覧して、課税内容をご確認いただき
固定資産の評価に対するご理解をお
願いします。

■問い合わせ
　税務財政課　資産税係

　☎52−1111（内線142・143）

｢2008年 感動の旅 沖永良部島へ!｣
小学生国内派遣団員募集
町内の小学生を沖永良部島に派遣し、
ホームステイや交流・自然体験を通して
異文化理解を深め、広い視野をもつ青少
年の育成を図る目的で実施します。

写真1

■派遣先＝鹿児島県沖永良部島
■派遣期間＝
７月30日（水）〜８月４日（月）
 （５泊６日）

■内容＝文化学習、体験学習、自然体験、 
視察、交流など

■募集人員＝30人（町内小学校６年生）
■参加費＝１人あたり３万円程度
■募集期限＝５月７日（水）まで
※日程ほか、諸事情により計画を変更す

る場合があります。
■申し込み・問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線435）
｢2008年　大自然と感動いっぱいの
オーストラリアへ!｣
中学生高校生海外派遣団員募集
写真2

町内の中学生、高校生を海外に派遣し、
訪問国でのホームステイや青少年との交
流を通じて、異文化理解を深めるととも
に、広い視野と豊かな国際感覚を身に付
け、国際化にふさわしい青少年の育成を
図る目的で実施します。

なお、国際情勢の動向によっては事業
計画を中止することもあります。
■派遣先＝オーストラリア・ブリスベン
■派遣期間＝８月下旬
（夏休み期間中の8泊9日）
■内容＝ホームステイ、現地校での英語
研修、参観活動など

■募集人員＝選考のうえ、決定（三股中
学校生徒と町内に住所がある高校生）

■参加費＝１人あたり13万円程度
（パスポート発行手数料、ビザ申請手数
料、旅行傷害保険料、疾病または事故
による治療費や入院費、そのほか個人
的経費は個人負担です）

■募集期限＝５月７日（水）まで
※正式に決定次第、中央公民館、町体育館

などにポスターを掲示します。
■申し込み・問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線434）

三股町社会福祉協議会では、忌明寄
付を次のとおりいただきました。
故人のご冥福をお祈りいたしますと
ともに、社会福祉発展のために有意義
に利用させていただきます。
誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成20月２月１日から29日まで

社会福祉のために利用させていただき
ます。誠にありがとうございました。
第７地区 菊同好会　本村秋男代表　
展示会バザー益金 ………………5,000円  
大久保ノブ子　鏡（姿見）…………１台

契約の前に、再確認を！！
昨年12月中旬ごろ、東北地方で根拠のない身体全体を健康にするマットレスがあると勧められた！

<被害内容> 浄水器のカートリッジを定期的に交換に来てい
る業者から「このマットレスを使用すると血行がよくなり、身体
全体を健康にする」「絶対に脳卒中にならない」と勧められ、51
万円もするマットレスを購入。一晩寝ると腰が痛くなり、持病が
悪化したため、クーリング・オフの申し出をしたが、業者からは「好
転反応だ、一度使用したものは返せない」と断られた。

【ひとこと助言】日常的に家に出入りしている業者から、根拠

の無い効能をうたった新たな商品を売りつけられています。使用
したところ、持病が悪化したため、クーリング・オフの申し出を
しましたが、「返品できない」と断られています。
　しかし、マットレスは消耗品ではないため、一度使用しても、
クーリング・オフで返品できます。健康不安や持病がある人は、

業者の説明をうのみにすることなく、契約する前に主治医などに
相談し、契約は慎重に行いましょう。
また、クーリング・オフは、口頭で申し出をすると証拠が残らな
いため、証拠が残るハガキで申し出しましょう。詳しい手続き方
法は（社）全国消費生活相談員協会ホームページ（http://www.
zenso.or.jp/）をご覧ください。

●全国の消費生活センター相談窓口
　http://www.kokusen.go.jp/map/index.html

■問い合わせ
　都城地方消費生活センター
　都城市北原町16−1 ☎24−0999
　総務企画課 行政係　☎52−1111（内線234）

温泉スタンド有料化のお知らせ

現地の祭りに参加

カンガルーも出迎える貴重体験！

固定資産課税台帳の
縦覧について

国内・海外派遣

岩元　兼夫 母 キノ 97 中　原 ５万円

加治屋ヨシ子 夫 明雄 90 蓼　池 ５万円 

若松　ミキ 子 正雄 57 西植木 ５万円 

石原　安
やす

昭
あき

妻 ヒサ 65 大　野 ３万円 

黒木　彬
よし

亘
のぶ

母 澄子 89 寺　柱 ５万円 

中村スギ子 夫 忠男 84 中　米 ３万円 

松山　啓子 夫 正雄 84 稗　田 ２万円 

隈
くま

崎
さき

スミ子 夫 正行 71 上　新 ３万円

小
こ

濱
はま

ツキエ 義兄 正雄 83 大　野 １万円

愛のご寄付

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

一般寄付（社会福祉協議会へ）
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診
■期日＝５月９日（金）
■受付＝午後１時15分〜１時45分
■持ってくるもの＝母子手帳
●赤ちゃんマッサージ
■期日＝４月21日（月）
■時間＝午後１時30分〜２時30分
■対象者＝生後２か月〜５か月児と保護者20組
■持ってくるもの＝母子手帳、バスタオル、小皿
●予防接種【ポリオ】
■期日＝４月24日（木）・５月13日（火）・27日（火）
■受付＝午後１時〜２時
■受けられる年齢＝生後３か月〜90か月未満
■受けるのが望ましい年齢＝生後３か月〜18か月
■持ってくるもの＝母子手帳、印かん
※�ポリオ接種後にほかの予防接種を受けるときは27日以上あ
けてください。「ポリオ」以外の定期予防接種は、指定医療機
関での個別接種となります。子どもさんの体調の良い時に計
画的に受けましょう。
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52－8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝４月１７日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
　　　　子育てサークル「いもん子クラブ」さん
●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝４月22日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
●親子教室
■内容＝英語であそぼう
■期日＝５月8日（木）　
■時間＝午前10時〜11時

認可保育園の保育料について
●児童福祉係（内線166）

保育料は、保護者の前年分の所得税、または前年度の住民税
と児童の年齢などで決定されます。

この保育料は、国が基準額を定めていますが、本町ではその
基準額よりも低い、独自の基準額を設定して保育料を決定して
います。
本町の平成○年度の保育料合計額は、国の基準で算定された
合計額よりも約○○○○万円低くなっています。この差額分は、
町が負担していますが、本来、保育園に通う児童の保護者が負
担すべき保育料です。
このように本町では、保育園を利用する人の負担が少しでも
軽減されるように努めています。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　℡５２−８４８１

●エクササイズクラブ登録について
健康管理センターでは１年を通して、自主的に運動を継続で
きるようにホールとホール内にあるエクササイズ器具を開放
し、町民の健康づくり活動を支援しています。
４月から新たに登録を受け付けます。下記に当てはまる人で
自主的に運動を始めてみようという人は、ぜひご利用ください。
※�３月まで利用していた人も4月以降に再度登録が必要になります。
■対象者＝19歳以上の町民
☆�過去一年以内の健診または精密検査の結果に　　　　
異常がない人　　
☆�現在、病院に定期的に通院していて、　　　　　　　　
医師の許可を得ている人

■登録期間＝４月〜平成21年３月まで
■登録方法＝専用の登録用紙を記入　※印かんが必要
■料金＝無料
■日程＝【日中】毎週月〜金の午前９時〜午後４時30分
　　　　  【夜間】月・水・金の午後７時〜９時
　　  　（夜間については、12月〜２月は閉館します）
※各種行事が入っている日は利用できません。　
※�土・日曜日、祝日、年末年始、8月13日〜8月15日は除きま
す。
■利用場所＝ホールとホール内にある運動器具
■�その他＝運動に関する指導者はいませんので自主的な運
動となります。器具については、それぞれ使用方法を書
いたものが置いてあります。

点訳・音訳ボランティア養成講座受講生募集案内
について
●社会福祉係（内線164）

視覚障害者への情報提供をサポートするボランティアの養成講
座が次のとおり行われます。
○点訳ボランティア養成講座
点字図書、資料製作ボランティアの養成講座です。
■日程＝５月14日〜平成21年３月11日（水曜日開催：全22回）
■時間＝午前10時〜正午
■会場＝都城市総合社会福祉センター

■受講料＝無料（ただし、教材費として実費1,200円）
■�対象者＝原則、都城市と三股町に居住する18歳〜65歳の
人で講座終了後に点訳ボランティアとして活動できる人。
なお、終了後の点訳活動には、パソコンが必要になります。
先着20人。

■申込受付期間＝４月２日（水）〜５月７日（水）
○音訳ボランティア養成講座
『声の図書』製作の音訳ボランティア養成講座です。
■日程＝５月14日〜平成21年３月11日（水曜日開催：全24回）
■時間＝午後１時30分〜３時30分
■会場＝都城市総合社会福祉センター
■受講料＝無料（ただし、教材費として実費600円）
■�対象者＝原則、都城市と三股町に居住する18歳〜65歳の
人で講座終了後に音訳ボランティアとして活動できる人。
先着20人。

■申込受付期間＝４月２日（水）〜５月７日（水）
■両講座への申し込み・問い合わせ＝
　都城市点字図書館　☎26－1948

「高齢者・障害者住宅改造助成事業」の申請について
●介護高齢者係（内線169）●社会福祉係（内線164）

自宅で日常生活を営むことに支障のある高齢者と障害者に対
し、より快適な生活ができるように、住宅を改造する費用の一
部を助成します。
■対象者＝
〇�高齢者…65歳以上の人で、介護保険で要支援または要介
護に認定された人
〇�障害者…身体障害者手帳１級〜３級を持つ人（障害部位
の限定あり）、療育手帳Ａを持つ人
〇�生計中心者の所得税14万円以下
■�住宅改造の対象＝居室、浴室、洗面所、便所、玄関、そ
のほか特に必要と認められる個所（増築・新築は助成対象
外・以前に助成を受けた人も対象外）

■助成割合＝
障害者…生計中心者の所得税により３分の３または３分の２
高齢者…９割または４割助成
■申請受付期間＝５月１日〜随時（予算の範囲内）

※�申請を希望する人は、担当支援センターやケアマネジャーに
相談後、申請してください。詳しい内容は、福祉課までお問い
合わせください。
介護保険料の徴収が始まります
●介護高齢者係（内線162　163）

　平成20年度の保険料は、次のとおりです。保険料は介護サー
ビスにかかる費用に応じて基準額が決まり、その基準額をもと
に、所得に応じて６段階に分かれます。
＊第１段階被保険者…２万7,600円

＊第２段階被保険者…２万7,600円
＊第３段階被保険者…４万1,400円
＊第４段階被保険者…５万5,200円
＊第５段階被保険者…６万9,000円
＊第６段階被保険者…８万2,800円
第１号被保険者（65歳以上）
＊�特別徴収の人…４月・６月・８月は、年金から仮徴収（２月
分と同じ金額）され10月・12月・２月より本徴収されます。
＊�普通徴収の人…７月から徴収が始まり、納付書または口座
振替での納付になります。

第２号被保険者（40歳〜65歳未満）
＊�国民健康保険に加入している人…介護保険料は国民健康
保険税の中に含まれています。納付書または口座振替での
納付になります。
＊�職場の健康保険に加入している人…介護保険料率と給与
に応じて、給与から徴収されます。

※�なお、所得税、町県民税申告が終わっていない場合、保険料が高
くなります。申告していない人は、お早めに申告してください。
地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52−8634

在宅高齢者訪問活動実施中！！
地域包括支援センターでは、65歳以上の人を対象に訪問活動
を実施しています。普段の生活の様子を見させていただきなが
ら、体調のこと、食事のこと、ご家族のこと、そのほか日ごろ
お困りになっていることなどについて話を伺い、一人ひとりに
合った『より適切な介護予防の提案』をしていきたいと考えて
います。そして、一人でも多くの皆さんに、町の地域包括支援
センターのことも知っていただきたいと思います。地域包括支
援センターは、高齢者の総合相談を受け持つ窓口です。訪問活
動を通して、皆さんとの交流を図りながら温かみのある信頼関
係を築いていけることを願っています。
地域包括支援センター職員が皆さんのお宅を訪問してきた際
には、どうぞよろしくお願いします。
〜ご注意とお願い！〜
地域包括支援センターの職員は、訪問の際に必ず地域包括支
援センターの職員であることを名乗ります。また、地域包括支
援センターのお知らせもお持ちします。訪問の際、何か不審な
点がありましたら、必ず地域包括支援センターまで連絡をお願
いします。皆さんのご協力よろしくお願いします。（包括支援セ
ンター直通番号 ☎52－8634）今
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「足もと元気教室」の各地区での日程は、次のとおりです。
地 区 名 時　間 場　所 日　程
蓼 池 午前 9時30分〜11時 蓼 池 児 童 館 ４月17日
轟 木 午後 1時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 ４月28日
植 木 午後 1時30分〜 3時 西植木コミュニティーセンター ４月23日
中 原 午前 9時30分〜11時 中原コミュニティーセンター ４月23日
前 目 午後 1時30分〜 3時 前 目 研 修 館 ４月16日
寺 柱 午後 1時30分〜 3時 寺 柱 青 年 の 家 ４月10日
餅 原 午後 1時30分〜 3時 餅 原 研 修 館 ４月21日
梶 山 午前 9時30分〜11時 第 ４ 地 区 分 館 ４月16日

谷 午後 1時30分〜 3時 谷 青 年 の 家 ４月15日
今 市 午前 9時30分〜11時 今 市 児 童 館 ４月14日
※日程は、毎月ご案内します。



いきいき げんき！●問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

毎月19日は食育の日

■税

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう
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Life & Tax

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって
健康の質まで変わってしまいます。食べ物を選ぶ力、

正しい知識を身につけ、 心も
体も健全な食生活を実践する

ことができる人間を育てる教育のことです。

食育って？

●問い合わせ：税務財政課　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

４月の旬食材…グリンピース

◎赤の皿　けんちん蒸し
　【主菜２つ（SV）  副菜１つ（SV）】　160㌔㌍／塩分1.6㌘
材　料　�木綿とうふ…100㌘、生シイタケ…１／２枚、サヤエンドウ…１枚、

ゆでタケノコ…10㌘、ニンジン…10㌘、ネギ…5㌘、卵…３／４コ、
薄口しょう油…大さじ１／２、砂糖…小さじ１／２

作り方　�①木綿とうふは水切りし、泡立て器で、細かくつぶす。　②野菜は
は千切りにする。　③卵をといて、材料をすべてまぜて、流し缶に
流す。　④蒸気の上がった蒸し器で強火で６分、中火で15分蒸し、
食べやすい大きさに切る。(時間は４倍量で作ったときの目安です)

◎白の皿　ラッシー
　【牛乳１つ（SV）】　90㌔㌍／塩分0.1㌘
材　料　�牛乳…70cc、ヨーグルト（無糖）…30cc、はちみつ…小さじ１

作り方　�①材料をボールに入れ、泡立て器でよく混ぜてグラスに注ぐ。

◎緑の皿　新玉ねぎのおかか和え
　【副菜１つ（SV） 】 50㌔㌍／塩分0.3㌘　
材　料　�新玉ネギ…100㌘、サニーレタス…１／２枚、削り節…１／２袋、塩

水（水１カップ+塩小さじ１強）
作り方　�①新玉ネギは縦半分に切り、縦にうす切りする。　②塩水に10分ほ

どつけ、固くしぼる。　③サニーレタスは小さくちぎり、玉ネギ、削
り節と和える。

◎黄の皿　グリンピースごはん
　【主食２つ（SV） 】 310㌔㌍／塩分1.1㌘　
材　料　�米…0.5合、グリンピース…20㌘、みりん…大さじ１／４、薄口しょ

う油…大さじ１／４、塩…小さじ１／８
作り方　�①グリンピースは塩を入れたお湯で固めにゆでる。　②米は洗い調

味料を加え普通にたく。　③蒸らす前にグリンピースを加える。

◎白の皿　日向夏
　【果物１つ（SV） 】 40㌔㌍／塩分０㌘　
材　料　�日向夏…１／２コ
作り方　�①内側の白皮を多く残すように外皮をむく。　②実の芯を残して、

中心から外に向かってそぐように切ります（白皮はそのまま）

13 日

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎出水医院（内） ☎59-9424（高城町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）

◎すみ産婦人科（産・婦） ☎23-1152（東　町）

14 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
15 火 ◦可燃物
16 水 ◦図書館休館日
17 木 ◦缶・びん
18 金 ◦可燃物
19 土

20 日

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）

◎下長飯クリニック（外・内）☎39-0800（下長飯町）

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎小山田眼科（眼） ☎22-0710（松元町）

21 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
22 火 ◦可燃物
23 水

24 木 ◦トレイ・ペット
25 金 ◦可燃物
26 土

27 日

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎園田光正内科（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎教山医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎吉松病院（外・整） ☎25-1500（蔵原町）

◎石井皮膚科（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

28 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

29 火

◎相良内科（内） ☎22-4086（前田町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎ゆうクリニック（消・外・内） ☎46-6100（広原町）

◎ならはら皮膚科（皮膚） ☎22-1455（志比田町）

◦図書館休館日
30 水

1 木

2 金 ◦可燃物

3 土

◎宇宿医院（内・小・胃） ☎25-9031（栄　町）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎竹田内科（内） ☎38-1036（高木町）

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎速見医院（泌） ☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

◦図書館休館日

4 日

◎田中内科（内） ☎23-5872（北原町）

◎とくとめクリニック（内・循・消） ☎26-1820（一万城町）

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）

◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）

◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

◦図書館休館日

5 月

◎藤元上町（内） ☎23-4000（上　町）

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）

◎花房医院（泌） ☎25-1177（北原町）

◎たき心療内科（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日

6 火

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎久保原田中（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎畠中医院（内） ☎52-6000（三股町）

◎福田クリニック（外・循・内） ☎46-1122（蓑原町）

◎土井外科（胃・外） ☎22-1825（上東町）

◎いそいち産婦人科（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

◦図書館休館日
7 水 ◦不燃物
8 木 ◦トレイ・ペット
9 金 ◦可燃物
10 土

11 日

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎寺本整形（整） ☎22-1171（北原町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

12 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
13 火 ◦可燃物
14 水

15 木 ◦缶・びん
16 金 ◦可燃物
17 土

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

旭ヶ丘運動公園の桜

上米公園の桜の美しさは誰もが知る
ところですが、旭ヶ丘運動公園の桜並木
は「桜観賞の穴場」といわれています。４
月３日、満開を迎えた桜を見ようと、多
くの人がこの運動公園に足を運んでいま
した。

風に舞う桜の花びらに子どもたちも大
喜び。四季折々の風情がある日本に生ま
れてよかったですね。

くらしのカレンダー
13. April ~ 17.May 2008

みまた

◎今月の表紙

くらしのカレンダー

『桜日和』

◎４月の予定

◎５月の予定

４月30日(水)は納付期限です
●納税管理係（内線144・147）

納付期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第1期）

※�口座振替は４月25日（金）が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日（木）までに預貯金口座の残高確認を
お願いします。
　�残高不足などで振替ができなかった場合は、その納期
分の納付書を送付しますので、納付書で納めてくださ
い。

軽自動車税の減免申請について
●住民税係（内線133・134）

４月１日現在、軽自動車を所有している人で、軽自動
車税の身体障害者などの減免を希望する人は、次の要

領で申請してください。
□受付期間
５月26日（月）まで
ただし、土、日、祝日除く
期日を過ぎると受け付けできません。

□持ってくるもの
身体障害者手帳、戦傷病者手帳、運転免許証、車検証、印
かんなど（家族の人が運転する場合、上記以外に福祉事
務所などが発行する証明書などが必要です）

□減免申請できる人
障害の内容や級により異なります。
住民税係までお尋ねください。

□注意事項
減免申請については、軽自動車または普通自動車のど
ちらか一台に限られます。
納期後（６月２日）、受け付けた減免申請の取り消しは
できませんのでご了承ください。

食物繊維が豊富で、豆類の中で
はトップクラスです。便秘の解消

や高コレステロール血症の予防に効果的です。サヤから出すと味がどんどん落ちていくので、
使う直前にサヤから出しましょう。（表示の材料はすべて1人分です）
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三股町がこうなったらいいな♪
今年の５月３日は、町制施行 60 周年記念日です。
今回は、町内各児童館に遊びに来ていた子どもたちに
「将来、どんなまちに住んでみたいか」を聞いてみました。
　大きな夢をいっぱい持った子どもたち。彼らのためにも、
先人たちが築いた三股町を、そしてわたしたちがつくっていく三股町を、
住みよいまちにしていきたいですね。

「
S
y
u
j
a
i
住
n
q
e
W
r
t
?
」

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

小
学
生
編

■
茶
じ
ょ
け

町
は
、
昭
和
23
年
５
月
３
日
に
村

か
ら
町
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。▽
古
く
か
ら
花
は
こ
の
地
を

彩
り
、
山
は
こ
の
地
を
育
て
、
川

は
こ
の
地
に
潤
い
を
与
え
て
き
ま

し
た
。そ
し
て
人
々
の
営
み
が
寄

り
添
い
、
人
々
の
思
い
が
「
ま
ち
」

を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。▽
空
は
こ

の
ま
ち
を
見
守
り
、
人
は
空
を
仰

ぎ
な
が
ら
夢
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

▽
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
そ
れ
は

変
わ
ら
ず
、
こ
の
地
で
夢
を
描
い

て
き
た
先
人
た
ち
。彼
ら
の
思
い

が
今
の
三
股
町
を
つ
く
り
、
わ
た

し
た
ち
の
思
い
が
こ
れ
か
ら
の
三

股
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。▽

お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなどを
お書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,569人◦女／13,144人
◦計／24,713人◦前月比－13人
◦世帯数／9,417戸（＋12戸）
◦出生／11人◦死亡／17人
◦転入／70人◦転出／77人

三股町の人口
平成20年３月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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夢
を
描
く
大
空
は
、
い
つ
で
も
わ

た
し
た
ち
の
頭
上
に
。思
い
を
描

く
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
い
つ
で
も
わ

た
し
た
ち
が
立
つ
こ
の
地
に
あ
り

ま
す
。▽
町
は
今
年
で
60
周
年
。先

人
た
ち
が
思
い
描
い
た
ま
ち
か
ら

わ
た
し
た
ち
が
思
い
描
く
ま
ち
へ
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

思
い
描
く
未
来
へ
と
こ
の
三
股

町
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

▽
広
報
み
ま
た
は
、
今
年
で
通
算

45
年
目
。先
輩
諸
兄
が
築
き
上
げ

た
こ
の
広
報
紙
も
ま
ち
づ
く
り
と

同
じ
よ
う
に
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
年

度
も
皆
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
を
取

材
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
〈
♪
〉

奥　
田　
フ
ユ
子

寄
せ
書
き
に 

一
人
ひ
と
り
の 

桜
か
な

一
人
で
は 

広
す
ぎ
る
部
屋 

鬼
と
な
り 

福
と
な
り
し
て 

豆
撒
き
し
た
る

長　
尾　
イ
ク
子

榎　
田　
　
都　

手
の
皺
を 

友
と
な
で
合
ひ 

老
春
と 

笑
ひ
つ
つ
買
ふ 

無
色
の
マ
ニ
キ
ア

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

荒　
武　
文　
博

ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
。

４
月
は
桜
、そ
し
て
別
れ
、出
会
い
の
季
節
。昔
の
寄
せ
書
き
に
も
桜

が
満
開
。人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
よ
う
に
、
桜
に
も
人
そ
れ

梅
東
風
や 

歩
く
に
楽
し 
城
下
町

ぞ
こ
っ
け
い
だ
ろ
う
と
苦
笑
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

一
人
と
な
っ
て
は
や
６
年
。
季
節
は
違
わ
ず
や
っ
て
来
る
。
今
年
も
そ
う
…
。

鬼
の
面
を
頭
に
の
せ
て
、
部
屋
を
あ
ち
こ
ち
す
る
姿
は
、
他
か
ら
見
る
と
さ

し
ょ
う
」
と
色
の
な
い
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
買
い
ま
し
た
。
何
だ
か
少
し
若
く

な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
季
節
は
す
っ
か
り
春
で
す
。

あ
る
日
、
ふ
と
友
達
と
手
を
見
せ
な
が
ら
「
お
互
い
に
年
を
取
っ
た
ね
」

と
し
わ
多
い
手
を
な
で
合
っ
て
、「
せ
め
て
指
先
だ
け
で
も
き
れ
い
に
し
ま

小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、“
古
き
良
き
時
代
の
洋

食
屋
を
目
指
し
て
”
と
書
か
れ
て
い
た
。

立
春
を
過
ぎ
て
高
鍋
の
ま
ち
を
訪
れ
た
。
海
岸
の
松
林
を
歩
き
、

城
跡
舞
鶴
公
園
付
近
を
歩
く
。公
園
の
中
に
あ
る
『
藍
樹
』
と
い
う
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榎え
の

木き

龍た
つ

朗ろ
う

く
ん
（
１
歳
）

◎
平
成
18
年
6
月
10
日
生
ま
れ

◎
敏
朗
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん
の
長
男お母さんも新米でたくさんケガをさせた

り、風邪をひかせたりするけど、力強く元気
に成長してくれてありがとう。これからも
お世話します＆お世話になります♪

山や
ま

中な
か

柑か
ん

奈な

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

◎
平
成
18
年
6
月
24
日
生
ま
れ

◎
秀
喜
さ
ん
・
沙
津
希
さ
ん
の
長
女いつもみんなを楽しませてくれる柑奈ちゃ

ん。たくさん遊んで、いっぱい食べて、元気
で優しい子に育ってね♪♪


